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【削減状況の自己評価】
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基準年度(平成 21 平成 25 目標年度(平成 26

25（平成

）年度削減実績

0.457

トン

（該当事業者のみ記入）

対象事業の名称

前年度の温室効果ガスの排出の量及び排出削減計画に基づき実施した措置の状況

25

トン トン

関連数値(平成 25 達成率等年度)

指標の状況

10,360

③ 岡山事業所足見A農場

計画期間： 平成 22

岡山事業所吉家B農場

工場等の名称

④ 岡山事業所足見B農場

13.1

年度)

岡山工場の生鳥処理重量（トン）

・工場では、食品廃棄物の自社での肥飼料化比率を上げたため使用エネルギーが増加したが、原単位
の分母は、農場から出荷される生鳥原料の重量であり、原単位に反映されなかった。
・一方、農場では、廃棄物（鶏糞）ボイラーの補助燃料の一部をLPGからRPFに切り替え、CO2発生量
を抑え込むことができ、岡山事業所全体では、目標値を達成できた。

5

ｔCO2

⑤ 岡山事業所豊永A農場 295

)年度排出量

26平成

5.0

25

）年度排出量

ｔCO2

11,511

）年度

箇年度）

⑥ 208

ｔCO2

243 ｔCO2

高梁市備中町西山2540-2

（●工場等の数 19 所 ●車両台数（②該当の場合） 台）

③CO2換算3,000t以上

⑥ 岡山事業所吉家B農場

新見市足見2177

⑤ 岡山事業所豊永A農場 新見市豊永赤馬3240-1

④ 岡山事業所足見B農場

氏
　
名

（法人にあっては名称） 住
　
所

（法人にあっては主たる事業所の所在地）

①

③ 岡山事業所足見A農場 新見市土橋37

岡山事業所岡山工場

岡山事業所吉家E農場 高梁市備中町西山2415

業種名：食料品製造業

ブロイラーの肥育、処理、加工：　岡山事業所従業員　202人

工場等の名称 所　　在　　地

主たる業種

② 岡山事業所吉家E農場 398 ｔCO2

6,259

ｔCO2

株式会社ウェルファムフーズ
102  -　0074

東京都千代田区九段南2-1-30

リスクマネジメント部

①燃料等原油換算1,500kℓ以上特定事業者
の該当要件

②ﾊﾞｽ・ﾄﾗｯｸ100台、ﾀｸｼｰ250台以上

県内の
主　な
工場等

新見市西方1567

②

0.397 0.434

目標達成

分類
コード

ｔCO2

年度)

目標年度
原単位当たり排出量

未達達成

ベンチマーク指標ベンチマーク

（原単位基準
の削減目標を
選択している
場合に記入）

本票作成

事業の
概　要

部署名：

番号

基準年度

目標削減率

339

温室効果ガス

ｔCO2ｔCO2

温室効果ガスの排出量と密接な関係をもつ値の内容

削減目標の
達成状況

主な工場等
の排出量

番号

10,496

① 岡山事業所岡山工場

CO2/( CO2/( CO2/( 



【目標削減率達成のために実施した措置及び今後の取組】

【森林保全等吸収源対策への取組】

【再生可能エネルギーの導入】

【その他特記事項】
2014年4月1日付で、丸紅畜産株式会社から株式会社ウェルファムフーズに社名変更いたしました。

輸送にかかるエネルギー削減のため下記二点を実施している。

①すべての農場で発生する鶏糞の農場からの搬出を抑制するため、
農場に焼却炉を設置して、農場外に搬出される廃棄物の量を大幅に減少できている。

②岡山工場では、製品（鶏肉）の輸送は、氷蔵で実施していたが、氷の重量が製品比　5～10％に
なるため、チルド処理の装置を導入し、氷蔵での輸送時にくらべ製品重量あたりの輸送台数を
削減できている。

①農場部

②製造部（工場）

（2013年度実施分）
・従来よりCO2削減のため、農場での熱源を廃棄物（鶏糞）ボイラーとして
いる。昨年度までは、その補助燃料は、LPGのみであったが、今年度よりご
み固形燃料（RPF）も使用することによりLPG使用量を削減できた。

（今後実施予定分）
・農場使用の資材保管場所を農場近接地とし、輸送にかかるエネルギーを削
減する。

（2013年度実施分）
・工場の機器について、ほぼ管理標準を完成させた。

（今後実施予定分）
・管理標準に基づく、エネルギー管理を完全実施する。

有　

　 無

　 無

・岡山工場を運営する製造部、農場を運営する農場部それぞれにエネルギー管理員有資格者を配して
省エネルギーに取り組んでいる。

　 無

実施した措置及び今後の取組の内容工場等の名称

県内で
の取組

【推進体制】

その他

その他

県内で
の取組

鶏糞焼却炉の熱を隣接する鶏舎で使用する熱源（以前はLPG）として、11農場で使用
している。（前年度比増減なし）


